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入学者選抜等関係日程

事項 日程 

出 願 期 間 

令和８年７月２２日（水）～７月２８日（火） 

※インターネット出願システム登録期間は以下のとおり

令和８年７月１５日（水）～７月２８日（火）

受 験 票 

[受験番号確定メール送信日] 

令和８年８月１９日（水）に、インターネット出願システムよりダウン

ロードできる予定です。当日 17 時までに、登録された電子メール

アドレスへお知らせしますので、本学からのメールを確実に受信

できるようにしてください。（詳細は ページを参照） 

試 験 日 令和８年９月１９日（土） 

合 格 者 発 表 

令和８年１０月８日（木）１１時（予定） 

※上記日時以降に、インターネット出願システムにログイン

し、「申し込み一覧」から「合否判定」をクリックすることで合

否を確認することができます。また、合格者は合格通知書を

ダウンロードすることができます。

※参考のため、熊本大学 Web サイトへ合格者の受験番号を

掲載します。なお、通信環境の状況により遅れる場合がありま

す。（詳細は３１ページを参照）



社会文化科学教育部博士前期課程の理念・目的 

アドミッション・ポリシー

＜法政・紛争解決学専攻＞ 

◆求める学生像

社会の様々な課題に対して関心を持ち、実践面、理論面にわたる知識の獲得、調査分

析能力の修得等を通じて、自ら課題解決のために実践的に取り組もうとする人あるいは

研究を進めようとする人を求める。 

1. 司法書士・税理士・社会保険労務士などの専門職、公共的な関係の仕事、政策に関

わる仕事（国、自治体、民間企業、各種団体、NPO、シンクタンク、議会等）、企業・

医療機関・教育現場等の組織で紛争解決能力を活かした仕事に就くことをめざす

人、あるいは、現在それらに従事していて専門的知識や理論的な課題解決能力を

高めたい人

2. 現代の社会的課題に対して国際的視野を含めて研究を行うための能力を身に付け

たい人

3. 組織や地域社会などで高まる紛争解決（問題解決）・合意形成・協働のニーズに対

応しうる交渉紛争解決・対話推進能力やマネジメント能力を身に付け、実践できる

リーダーをめざす人

4. 法学、公共政策学、交渉紛争解決学領域の研究職をめざす人

＜現代社会人間学専攻＞ 

◆求める学生像

人文・社会に関わる学術領域の研究方法あるいは学際的な研究方法を身に付けること

により、人間や社会における現代の諸問題を理論的、実践的に解決したい人を求める。 

1. 東アジア地域におけるビジネスの現場で、日中の相違から生じる諸問題を解決し、

スムーズなコミュニケーションを図ることのできる能力を身に付け実践できる職業人

をめざす人 

2. 現代社会の倫理的諸問題を理論的・実証的に捉え、それを実践や研究に活かす能

力を身に付けることをめざす人

3. フィールドワークを主とした調査方法論に基づき、国内外の社会文化的、言語的、地

理的諸現象を実証的・論理的に研究することをめざす人

4. 認知という枠組みから人間を理解する哲学や心理学の方法を通じて、現代社会の

実践的問題に対して合理的・客観的に対処する能力を身に付けたい人

5. 公認心理師という高度職業人になる意志を持ち、そのために最低限の必要な知識

やスキルを身に付けている人

社会文化科学教育部博士前期課程では、現代社会において、人文社会科学及び教

授システム学等の知識とこれらを基盤とした実践知を駆使し、地域や行政・企業の

多様な場で中核的人材として活躍する高度専門職業人を養成するとともに、学際領

域を含む諸学の研究教育拠点として、日本の学術を牽引し、世界の知の発展に貢

献する研究を推進し、これを担う研究者を養成することを目的とします。 



＜文化学専攻＞ 

◆求める学生像

歴史学、考古学、民俗学、日本・東アジアの言語と文学、欧米の言語と文学、英語教育

学、現代文化資源学の諸領域において、学術的知見を基盤として、高度かつ実践的能力

を修得し、文化行政、教育、マスコミ等の分野で専門的職業人として活動できる人、及び

それぞれの学術領域の研究の基礎を修め、引き続き博士後期課程において専門を深めう

る研究の担い手を育成することを目標とする。このような観点から、本専攻は次のような

人を求める。 

1. 地域の歴史や文化に根ざした文化行政・博物館学芸員のエキスパートをめざす人

2. 日本語日本文学・中国語中国文学の学術的成果を礎に、授業に広がりと深みを与

える国語教員をめざす人

3. 高度な理論と実践力を兼ね備えた、現場での英語教育改善で先進的役割を担える

専門職をめざす人

4. 高度の史料読解力を基盤に、歴史事象を主体的に研究するスキルを身に付けるこ

とをめざす人

5. 東アジアの言語・文学・民俗について専門的にかつ広い視野に立って東アジア文化

研究をめざす人

6. 英語やドイツ語やフランス語の高度な能力を培い、言語・文学・文化研究や国際交

流などの専門家をめざす人

7. 現代文化についての高度な資料収集・分析能力を持ち、専門的かつ学際的な視点

から現代文化資源研究をめざす人
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募集人員

専  攻 コース

募集人員 

一般入試 

社会人入試 

外国人留学生入試 

法政・紛争解決学専攻 

法政・紛争解決学研究コース 

法・公共政策実践コース 

交渉紛争解決実践コース 

１４人 

現代社会人間学専攻 

東アジア・ビジネス・コミュニケーション 

専門職コース 

先端倫理学研究コース 

フィールドリサーチ研究コース

認知哲学・心理学研究コース 

公認心理師専門職コース※ 

１８人 

文化学専攻 

文化行政・学芸員専門職コース 

高校国語教員専門職コース 

英語教育専門職コース 

歴史学研究コース 

日本・東アジア文化学研究コース 

欧米文化学研究コース 

現代文化資源学研究コース 

１８人  

合計 ５０人 

  注）専攻の特色及び研究組織等については、社会文化科学教育部 Web サイトをご覧ください。

社会文化科学教育部 Web サイト https://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp/major/ 

入学者の選抜方法

入学者の選抜は、「一般入試」、「社会人入試」及び「外国人留学生入試」により実施します。試験日程等について

は、表紙裏面をご覧ください。 

※公認心理師専門職コースは「一般入試」のみ実施します。
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Ⅰ．一般入試 

１．出願資格 

 次の(1)～ (11)のいずれかに該当する者 

(1) 大学を卒業した者及び令和９年３月までに卒業見込みの者

(2) 学士の学位を授与された者及び令和９年３月３１日までに授与される見込みの者

(3) 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける１６年の課程を修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(6) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

るものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和９年３月３１日までに学士の学位に相当す

る学位を授与される見込みの者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）又は専攻科（当該専攻科を置く専修学校の特定専門課程（学教法第 125 条の 2 第 1 項に規定する

特定専門課程をいう。）における教育との連続性に配慮した教育課程を編成していることその他の文部科学

大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）（注１）

(9) 本教育部において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者（注

２）で、令和９年３月３１日までに２２歳に達しているもの（注３）

(10)大学に３年以上在学した者であって、本学の定める単位を優秀な成績で修得したと認めたもの（注３）

(11)外国において学校教育における１５年の課程を修了した者、外国の学校が行う通信教育における授業科目を

我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を修了した者、又は我が国に

おいて外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における１５年の課程を修了したとされるもの

に限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科

学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって、本学の定める単位を優秀な成績で修得した

と認めたもの（注３）

（注１）防衛大学校、水産大学校、海上保安大学校、気象大学校の卒業（見込）者など 

（注２）短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校（外国大学日本分校、外国人学校など）の卒業者、そ

の他の教育施設の修了者 

（注３）出願資格 (9)～(11)により出願しようとする場合は、事前に出願資格認定審査を行うため、3４ペー

ジ記載の要領で審査の申請を行ってください。 

※各専攻・コースにおいては，研究内容等についてより詳しく知っていただくために，志願者からの事前の問合せを受け

付けます。出願にあたっては，志望する専攻・コースの教員にあらかじめ問い合わせることを強くお勧めします。

教員の専門分野や研究テーマは社会文化科学教育部 Web サイトを確認してください。

社会文化科学教育部 Web サイト https://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp/staff/m01

問合せは以下までメールにて受け付けます。 

【問合せ先】熊本大学社会文化科学教育部教務担当 

  jsj-daigakuin@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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２．選抜方法 

 入学者の選抜は、筆記試験、面接試験の成績及び研究計画書等の書類を総合して判定します。 

（１） 筆記試験

法政・紛争解決学専攻

現代社会人間学専攻、文化学専攻 

専攻 コース 外国語 専門科目

法政・紛争解決学研究コース 英語
受験できる科目群（注）
のうちから１科目

法・公共政策実践コース
受験できる科目群（注）
のうちから１科目

交渉紛争解決実践コース
受験できる科目群（注）
のうちから１科目

法
政
・
紛
争

解
決
学
専
攻

専攻 コース

公認心理師専門職コース

高校国語教員専門職コース

英語教育専門職コース

文
化
学
専
攻

専門科目

現
代
社
会
人
間
学
専
攻

東アジア・ビジネス・コミュニケーション
専門職コース

①東アジアの社会、経済、文化に関するもの
（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

②東アジアの社会、経済、文化に関するもの
（外国語能力(中国語)を問う出題を含む）

のうちから１科目

先端倫理学研究コース

①倫理学

②医療社会学

公認心理師に関するもの
（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

のうちから１科目

フィールドリサーチ研究コース

①社会学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

②文化人類学

③環境人類学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

④言語学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

⑤比較文学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

⑥地域社会学

⑦地理学

のうちから１科目

認知哲学・心理学研究コース

①哲学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

②哲学（外国語能力(ドイツ語)を問う出題を含む）

③心理学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

のうちから１科目

文化行政・学芸員専門職コース

①考古学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

②考古学（外国語能力(中国語)を問う出題を含む）

③日本史学

④民俗学

のうちから１科目

日本語日本文学（漢文を含む）

英語教育（外国語能力(英語)を問う出題を含む）
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（注）「受験できる科目群」は以下のとおり。 

①法政・紛争解決学研究コース及び法・公共政策実践コース 

憲法、行政法、租税法、国際法、国際私法、民法、商法、民事訴訟法、倒産法、刑法、刑事訴訟

法、刑事政策、労働法、社会保障法、経済法、政治学、国際政治学、行政学、公共経済学、経済

政策、環境経済論、地域政策、産業組織論、日本政治外交史  

(下線を付した科目については、六法を貸与します。) 

②交渉紛争解決実践コース 

紛争解決学、臨床社会学、コミュニケーション学、憲法、行政法、租税法、国際法、国際私法、民法、

商法、民事訴訟法、倒産法、刑法、刑事訴訟法、刑事政策、労働法、社会保障法、経済法、政治学、

国際政治学、行政学、公共経済学、経済政策、環境経済論、地域政策、産業組織論、日本政治外交

史 

(下線を付した科目については、六法を貸与します。) 

③受験できる科目群から研究計画と密接に関連する１科目を選択してください。 

 

(２) 面接試験 

研究計画書等に関する質疑を含めて個人面接を行います。 

文化学専攻英語教育専門職コースについては、日本語による面接の他に英語による質疑応答を行いま

す。 

 

(３) 評価・配点  

１) 「法政・紛争解決学専攻」 

法政・紛争解決学研究コース 

外国語 専門科目 合計 面接試験 研究計画書等  

１００  １００  ２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

専攻 コース

現代文化資源学研究コース

文
化
学
専
攻

専門科目

歴史学研究コース

日本・東アジア文化学研究コース

①日本語日本文学

④東アジアの比較文学・比較文化
（外国語能力(中国語)を問う出題を含む）

①日本史学

②考古学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

③考古学（外国語能力(中国語)を問う出題を含む）

④アジア史学
（外国語（古典中国語（漢文））能力を問う出題を含む）

⑤西洋史学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

のうちから１科目

②中国語中国文学（外国語能力(中国語)を問う出題を含む）

⑥文化史学

③東アジアの比較文学・比較文化
（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

⑤民俗学

のうちから１科目

現代文化資源学（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

欧米文化学研究コース

①英語学・英米文学・英語圏文化
（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

②ドイツ語学・ドイツ文学・ドイツ語圏文化
（外国語能力(ドイツ語)を問う出題を含む）

③フランス語学・フランス文学・フランス語圏文化
（外国語能力(フランス語)を問う出題を含む）

④ヨーロッパ文化（外国語能力(英語)を問う出題を含む）

のうちから１科目
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法・公共政策実践コース及び交渉紛争解決実践コース 

専門科目 面接試験 研究計画書等  

２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

２) 「現代社会人間学専攻」  

専門科目 面接試験 研究計画書等  

２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

３) 「文化学専攻」  

専門科目 面接試験 研究計画書等  

２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

 

 

３．試験日時及び場所 

（１）「法政・紛争解決学専攻」 

法政・紛争解決学研究コース 

試験日 試験科目 試験時間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

外国語     

専門科目 
９：３０～１２：３０ 熊本大学 

黒髪北地区  
面接試験 １３：３０～  

法・公共政策実践コース及び交渉紛争解決実践コース 

試験日 試験科目 試験時間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

専門科目 ９：３０～１１：３０ 熊本大学 

黒髪北地区  
面接試験 １３：３０～  

 

（２）「現代社会人間学専攻」  

試験日 試験科目 試験時間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

専門科目 ９：３０～１１：３０ 熊本大学 

黒髪北地区  面接試験 １３：３０～ 

 

（３）「文化学専攻」 

試験日 試験科目 試験時間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

専門科目 ９：３０～１１：３０ 熊本大学 

黒髪北地区  面接試験 １３：３０～ 

 
※筆記試験の遅刻限度は試験開始後３０分までとし、以後の入室は認めません。 
※面接試験の時間割及び試験室等については、試験当日に案内します。 
※令和８年８月１９日（水）に「試験場等案内」を掲載します。（３１ページ参照） 
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   Ⅱ．社会人入試 
修学意思のある社会人を積極的に受け入れるため、入学者選抜方法を多様化し、社会人入試制度を採り入れて

います。また、入学者が在職のまま科目を履修し、研究指導が受けられるよう、勤務状況等を考慮した昼夜開講制を

実施しています。 

１．出願資格 

次の(1)～ (10)のいずれかに該当する者で、２年以上の社会経験を有する者とし、有職者に限りません。 （注１）  

(1) 大学を卒業した者

(2) 学士の学位を授与された者

(3) 外国において学校教育法における１６年の課程を修了した者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける１６年の課程を修了した者

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

(6) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

るものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）又は専攻科（当該専攻科を置く専修学校の特定専門課程（学教法第 125 条の 2 第 1 項に規定する

特定専門課程をいう。）における教育との連続性に配慮した教育課程を編成していることその他の文部科学

大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）（注２）

(9) 本教育部において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者（注

３）で、令和９年３月３１日までに２４歳に達しているもの（注４）

(10) 外国において学校教育における１５年の課程を修了した者、外国の学校が行う通信教育における授業科目

を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を修了した者、又は我が国

において外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における１５年の課程を修了したとされるも

のに限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部

科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって、本学の定める単位を優秀な成績で修得し

たと認めたもの（注４）

（注１）ただし、学位授与後２年未満の場合でも、次の事例に該当する者には出願資格を認めます。

①有職者で入学時にすでに継続して２年以上常勤している者

②主婦で通信教育等により学位を授与された者

③定年退職後に学位を授与された者

など

（注２）防衛大学校、水産大学校、海上保安大学校、気象大学校の卒業者など 

（注３）短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校（外国大学日本分校、外国人学校など）の卒業者、そ

の他の教育施設の修了者 

（注４）出願資格(9)又は(10)により出願しようとする場合は、事前に出願資格認定審査を行うため、３４ペー

ジ記載の要領で審査の申請を行ってください。 

※各専攻・コースにおいては，研究内容等についてより詳しく知っていただくために，志願者からの事前の問合せを受け

付けます。出願にあたっては，志望する専攻・コースの教員にあらかじめ問い合わせることを強くお勧めします。

教員の専門分野や研究テーマは社会文化科学教育部 Web サイトを確認してください。

社会文化科学教育部 Web サイト https://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp/staff/m01

問合せは以下までメールにて受け付けます。 

【問合せ先】熊本大学社会文化科学教育部教務担当 

   jsj-daigakuin@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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２．社会人入試・１年在学コースについて 

「法政・紛争解決学専攻」法・公共政策実践コース（３名以内） 

上記コースは、１年間の在学期間で修了し、修士の学位が取得できるコースです。 

出願資格、選抜方法、試験日及び場所は本募集要項の II.社会人入試（６～８ページ）に記載されている内容

と同じです。 

 １年在学コースを希望される方は、インターネット出願システムの「個人情報の入力」画面の「１年在学コース」

欄にて「希望する」を選択してください。 

※１年在学コースによる修了を希望する場合は、相当の努力を必要とします。

※１年在学コースを希望しても標準コース（２年在学）の合格者となる場合があります。

３．選抜方法 

 入学者の選抜は、小論文、面接試験の成績及び研究計画書等の書類を総合して判定します。 

(1) 小論文

専攻 コース 小論文 

法
政
・
紛
争
解
決
学
専
攻

法政・紛争解決学研究コース 

憲法、行政法、租税法、国際法、国際私法、民法、商

法、民事訴訟法、倒産法、刑法、刑事訴訟法、刑事政

策、労働法、社会保障法、経済法、政治学、国際政治

学、行政学、公共経済学、経済政策、環境経済論、地

域政策、産業組織論、日本政治外交史  

に関するもののうちから１科目 

(下線を付した科目については、六法を貸与します。) 
法・公共政策実践コース（注１） 

交渉紛争解決実践コース 社会問題や人間関係に関するもの 

現
代
社
会
人
間
学
専
攻

東アジア・ビジネス・コミュニケーショ

ン専門職コース
東アジアの社会、経済、文化に関するもの 

先端倫理学研究コース 先端倫理学に関するもの（医療社会学を含む） 

フィールドリサーチ研究コース

①社会学、②文化人類学、③環境人類学、

④言語学、⑤比較文学、⑥地域社会学、⑦地理学

に関するもの

のうちから１科目

認知哲学・心理学研究コース 
①哲学、②心理学 に関するもの

のうちから１科目

文
化
学
専
攻

文化行政・学芸員専門職コース 

①考古学、②日本史学、③民俗学、

④文化行政・博物館学  に関するもの

のうちから１科目

高校国語教員専門職コース 日本語日本文学に関するもの（漢文を含む）  

英語教育専門職コース 英語教育に関するもの 

歴史学研究コース 

①アジア史学、②西洋史学、③文化史学、

④日本史学、⑤考古学 に関するもの

のうちから１科目
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専攻 コース 小論文 

文
化
学
専
攻

日本・東アジア文化学 

研究コース 

①日本語日本文学、②民俗学、③東アジアの比較文

学・比較文化、④中国語中国文学に関するもの

のうちから１科目

欧米文化学研究コース 

①英語学・英米文学・英語圏文化、②ドイツ語学・ドイ

ツ文学・ドイツ語圏文化、③フランス語学・フランス文

学・フランス語圏文化、④ヨーロッパ文化に関するもの

のうちから１科目（注２）

現代文化資源学研究コース 現代文化資源学に関するもの 

（注１）「法政・紛争解決学専攻 法・公共政策実践コース」については、次に該当する者は小論文を免除することが

ありますので、希望者は当該資格を証明する書類又は推薦書を出願時に提出してください。また、インターネ

ット出願システムの「個人情報の入力」画面の「小論文免除」欄にて「希望する」を選択してください。 

①法曹資格を有する者又はこれに準じる者（司法書士、税理士、社会保険労務士、社会福祉士等の資格

を有する者）

②国・自治体の行政職員として在職し、政策形成を主たる職務としている者で当該所属長が推薦する者

※①又は②で出願した者の小論文免除の可否について、出願期間終了後２０日以内に志願者宛て、郵送で

通知します。なお、事前に質問がある者は、35 ページ記載の[問合せ先]へお問い合わせください。

（注２）欧米文化学研究コースの①英語学・英米文学・英語圏文化については、英問英答です。 

また、②ドイツ語学・ドイツ文学・ドイツ語圏文化及び③フランス語学・フランス文学・フランス語圏文化に

ついては、それぞれドイツ語、フランス語による出題を含みます。また④ヨーロッパ文化については、英語

による出題を含みます。 

(2) 面接試験

研究計画書等に関する質疑応答を含めて個人面接を行います。

英語教育専門職コースについては、日本語による面接の他に英語による質疑応答を行います。

(3) 評価・配点

小論文 面接試験 研究計画書等  

２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

４．試験日時及び場所 

試験日 試験科目 試 験 時 間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

小論文     ９：３０～１１：３０ 
熊本大学 

黒髪北地区 
面接試験 １３：３０～ 

※小論文の遅刻限度は試験開始後３０分までとし、以後の入室は認めません。
※面接試験の時間割及び試験室等については、試験当日に案内します。
※令和８年８月１９日（水）に「試験場等案内」を掲載します。（31 ページ参照）
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   Ⅲ．外国人留学生入試 

１．出願資格 

日本国籍を有しない者で、次の(1)～ (6)のいずれかに該当するもの 

(1) 外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(2) 大学を卒業した者及び令和９年３月までに卒業見込みの者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける１６年の課程を修了した者及び令和９年３月までに修了見込みの者

(4) 外国の大学その他の外国の学校(その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関

係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

るものに限る。)において、修業年限が３年以上である課程を修了すること(当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。)により、学士の学位に相当する学位を授与された者及び令和９年３月３１日までに学士の学位に相当す

る学位を授与される見込みの者

(5) 本教育部において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、

令和９年３月３１日までに２２歳に達しているもの（注）

(6) 外国において学校教育における１５年の課程を修了した者、外国の学校が行う通信教育における授業科目を

我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を修了した者、又は我が国に

おいて外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における１５年の課程を修了したとされるもの

に限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科

学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって、本学の定める単位を優秀な成績で修得した

と認めたもの（注）

(注)出願資格(5)又は(6)により出願しようとする場合は、事前に出願資格認定審査を行うため、３４ページ

記載の要領で審査の申請を行ってください。 

※各専攻・コースにおいては、研究内容等についてより詳しく知っていただくために、志願者からの事前の問合せを受け

付けます。出願にあたっては、志望する専攻・コースの教員にあらかじめ問い合わせることを強くお勧めします。教員

の専門分野や研究テーマは社会文化科学教育部 Web サイトを確認してください。

社会文化科学教育部 Web サイト https://www.gsscs.kumamoto-u.ac.jp/staff/m01

問合せは以下までメールにて受け付けます。 

【問合せ先】熊本大学社会文化科学教育部教務担当 

   jsj-daigakuin@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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２．選抜方法 
入学者の選抜は、筆記試験、面接試験の成績及び研究計画書等を総合して判定します。 

（１） 筆記試験

専攻 コース 専門科目 

法

政

・
紛

争

解

決

学

専

攻

法政・紛争解決学研究コース 
憲法、行政法、租税法、国際法、国際私法、民法、商法、民事訴訟

法、倒産法、刑法、刑事訴訟法、刑事政策、労働法、社会保障法、経

済法 、政治学、国際政治学、行政学、公共経済学、経済政策、環境

経済論、地域政策、産業組織論、日本政治外交史  

のうちから１科目 

(下線を付した科目については、六法を貸与します。) 
法・公共政策実践コース 

交渉紛争解決実践コース 社会問題や人間関係に関するもの 

現
代
社
会
人
間
学
専
攻

東アジア・ビジネス・コミュニケ

ーション専門職コース 
東アジアの社会、経済、文化に関するもの 

先端倫理学研究コース 先端倫理学に関するもの（医療社会学を含む） 

フィールドリサーチ研究コース

①社会学、②文化人類学、③環境人類学、④言語学、

⑤比較文学、⑥地域社会学、⑦地理学

のうちから１科目 

認知哲学・心理学研究コース 
①哲学、②心理学

のうちから１科目 

文
化
学
専
攻

文化行政・学芸員専門職コース 

①考古学、②日本史学、③民俗学、

④文化行政・博物館学に関するもの

のうちから１科目  

英語教育専門職コース 
英語教育に関する専門科目 

（英語教授法、第二言語習得の内容を含む） 

歴史学研究コース 
①アジア史学、②西洋史学、③文化史学、④日本史学、⑤考古学

のうちから１科目  

日本・東アジア文化学研究コー

ス 

①日本語日本文学、②民俗学、

③東アジアの比較文学・比較文化、④中国語中国文学

のうちから１科目  

欧米文化学研究コース 

①英語学・英米文学・英語圏文化、

②ドイツ語学・ドイツ文学・ドイツ語圏文化、

③フランス語学･フランス文学･フランス語圏文化、

④ヨーロッパ文化

のうちから１科目  

現代文化資源学研究コース 現代文化資源学に関するもの 
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(2) 面接試験

研究計画書等に関する質疑を含めて個人面接を行います。

英語教育専門職コースについては、日本語による面接の他に英語による質疑応答を行います。

(3) 評価・配点

専門科目 面接試験 研究計画書等  

２００  Ａ／Ｂ／Ｃ  Ａ／Ｂ／Ｃ  

３．試験日時及び場所 

試験日 試験科目 試 験 時 間 試験場所 

令和８年 

９月１９日（土） 

専門科目 ９：３０～１１：３０ 熊本大学 
黒髪北地区  

面接試験 １３：３０～ 

※筆記試験の遅刻限度は試験開始後３０分までとし、以後の入室は認めません。

※面接試験の時間割及び試験室等については、試験当日案内します。

※令和８年８月１９日（木）に「試験場等案内」を掲載します。（３１ページ参照）
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   Ⅳ．共通事項 

１．出願手続 

  出願にあたっては、インターネットを利用した出願システムにより出願手続をしていただきます。出願の流れは下

図のとおりです。 

インターネット環境以外で事前準備が必要となる事項は次のとおりです。

●電子メールアドレス

スマートフォン・携帯電話の電子メールアドレスやフリーメールアドレスも利用可能です。

この電子メールアドレス宛に、出願情報登録完了等の確認メールを配信しますので、本学からの

メールを確実に受信できるよう設定を確認しておいてください。

●顔写真データ

直近３か月以内に撮影したもので、写真サイズは１００KB 以上５MB 以下、写真データ形式は

「JPEG または PNG」のいずれかであること。写真の比率は縦４×横３とします。

●プリンタ（モノクロ、カラーのどちらでも可）

出願情報の登録内容や受験票を印刷することになります。印刷用紙は普通紙で構いません。

●提出書類のうち、「その他必要な提出書類」（１３ページ参照）

書類の内容によっては、準備に時間を要する場合がありますので、事前に確認が必要です。

なお、ご自宅にパソコン・インターネット環境がない場合は、自宅以外（学校等）のパソコン（インターネット環境）

を利用していただいてもかまいません。 

志願者は、次の（１）から（５）の手順に従って、インターネット出願システムでの出願手続および出願書類の提出を

行ってください。 

（１）出願方法

熊本大学公式 Web サイト内のインターネット出願システムへアクセスし、出願情報の登録および入学検定料

の支払いを行ってください。 

※インターネット出願システムの詳しい登録方法は１６ページ以降の「３．インターネット出願登録方法」

を確認してください。

※入学検定料 30,000 円（別途サービス利用料が必要です。）

支払方法は１５ページにて事前に確認してください。

インターネットを利用した出願の流れ図

インターネット出願は、インターネットでの登録（写真のアップロードを含む）及び入学検定料の支払

を行っただけでは出願手続完了とはなりません。

出願期間内に、１３～１４ページに記載の提出書類を郵送する必要があります。

※１４ページに示す出願期間内に提出書類が届かない場合、出願未完了（登録データは無効）

となりますので注意してください。
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（２）出願書類 

  次の①～③の書類等を提出してください。 

 

 ①インターネット出願システムからの印刷物 

提出書類等 摘     要 

出願確認票  

［印刷サイズ：A4両面］ 

インターネット出願登録後、「申し込み一覧」から印刷したもの。 

※ 印字されている内容に誤りがないか、確認してください。 

宛名ラベル 

［印刷サイズ：A4］ 

インターネット出願登録後、「申し込み一覧」から印刷したものを郵送用の封筒に貼り付

けてください。 

※ 印字されている内容に誤りがないか、確認してください。 

※ 封筒は、市販の角形2号封筒（240mm×332mmでA4サイズの書類を折らずに 

入れることができる封筒）を準備してください。 

 

 ②その他必要な提出書類 

提出書類等 提出該当者 摘     要 

成績証明書  

(ｵﾘｼﾞﾅﾙを提出。

ｺﾋﾟｰは不可) 

全ての志願者 

出身大学の学部長以上の役職者が作成し、厳封したもの。なお、大学院

修了（見込）者は大学院の成績証明書も併せて提出してください。 

※出願資格審査合格者は提出を免除します。 

卒業証明書等 

(ｵﾘｼﾞﾅﾙを提出。 

ｺﾋﾟｰは不可) 

全ての志願者 
卒業（見込）証明書等、出願資格を証明するもの。 

※出願資格審査合格者は提出を免除します。 

学士の学位(取得

見込)証明書等 

(ｵﾘｼﾞﾅﾙを提出。 

ｺﾋﾟｰは不可) 

一般入試及び社会

人入試において、 

出願資格（６）で出

願する者 

 

及び 

 

外国人留学生入試

において、 

出願資格（４）で出

願する者 

・学士の学位(取得見込)証明書 

・学位を取得(見込)した大学等が受けた認証評価(※１)の結果を証明するもの。

（評価機関または大学等の長が発行したもの。） 

（※１）政府又は関係機関が大学等に対して行う教育研究活動等の総合的な状況

についての認証評価 

（参考：認証評価を行う政府又は関係機関の例） 

・イギリス：高等教育質保証機構（ＱＡＡ） 

・オランダ：オランダフランダースアクレディテーション機構（ＮＶＡＯ） 

・フィンランド：高等教育評価機構（ＦＩＮＨＥＥＣ） 

・韓 国：韓国大学教育協議会（ＫＣＵＥ） 

・中 国：中国教育部高等教育教学評価センター（ＨＥＥＣ） 

 

参考例に該当しない場合は、他の出願資格により出願願います。その場合は出願

資格審査が必要となる場合があります。 

研究計画書  全ての志願者 

＜所定様式＞ 

所定様式をダウンロードし、パソコン等で作成の上、印刷したものを提出

してください。 

場合によっては、外国語による提出を認めることがあります。その場合は、

３５ページ記載の〔問合せ先〕に早めに問い合わせてください。 

卒業論文がある場合は、その写しも別途提出してください。 

推薦書 
社会人入試志願者 

(p.8の(注1）②に該当する者) 
＜所定様式＞ 

職場の所属長等が記入したものを提出してください。 

住民票又は在留

カード（両面 ）の

写し  

外国人志願者 

住民票または在留カードの写しを提出してください。出願者以外の世

帯員については証明不要です。出願時に日本国内に在住していない

者は、パスポートをコピーしたものを提出してください。 

 ※所定様式と記載のあるものについては、本学 Web サイトよりダウンロードしてください。 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/daigakuinnyushi/shabun 
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（注）１． 出願書類受理後は、記載事項の変更及び検定料、出願書類の返還等はできません。 

２． ②その他必要な提出書類（研究計画書を除く。）のうち、外国語で書かれたものは、全て（成績証明書を含

む。）日本語の訳文を添えてください。 

３． 出願手続内容および必要書類に不備がある場合は、受理しないことがあります。 

４． 出願手続内容および必要書類に虚偽の記載及び不正な申告があった場合は、入学を認めないことがあります。 

５． 改姓等により、証明書の氏名と現在の氏名が異なる場合は戸籍抄本（コピー不可）を添付してください。 

６． 証明書については、オリジナルが 1 部しか発行されない場合で、提出後に返還を希望する場合は、返却を

希望する旨を記載したメモ等を添付してください。この場合、返却にかかる費用は出願者の負担となり、支

払方法等は返却時にお知らせします。出願時に申し出がなかった場合、返却できません。 

７． 提出書類において鉛筆や消せるペンの使用は認めません。 

③インターネット出願システムでアップロード作業が必要なもの（郵送による提出不要）

提出書類等 摘  要 

写真 

インターネット出願登録完了後、「申し込み一覧」から志願者本人の顔写真をアップロー

ドしてください。

※ 上半身脱帽正面向き無背景、無加工、出願受付日前3か月以内に撮影したもの。

※ アップロードする際、２８ページの条件を満たしているか確認してください。

（３）出願期間  令和８年７月２２日（水）から７月２８日（火）１７時（必着） 

※ ただし、インターネット出願登録期間は令和８年７月１５日（水）から７月２８日（火）１７時まで

としており、事前に登録可能です。

※ ７月２８日（火）１７時以降に到着したものは、７月２６日（日）まで（日本国内）の消印がある

ものに限り受け付けます。郵便事情を考慮して早めに発送してください。

〔提出先〕〒８６０－８５５５ 熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号 
   熊本大学学生支援部入試課 

 （電話）０９６－３４２－２１４6 

（４）提出方法

市販の角形 2 号封筒（240mm×332mm で A4 サイズの書類を折らずに入れることができる封筒）に、

インターネット出願登録完了後に印刷した宛名ラベルを封筒の表（宛名面）に貼り付け、提出書類を同封し、

個別（１志願者１通）に「簡易書留速達」郵便で郵送してください。持参は受け付けません。

（５）注意事項

①書類不備等で連絡する場合があります。熊本大学学生支援部入試課「096-342-2146」からの電話に

は必ず対応してください。

②出願手続等で不明な点があれば、熊本大学学生支援部入試課「096-342-2146」へ問い合わせてくだ

さい。

ただし、出願書類到着確認の電話連絡には対応できません。到着確認を行いたい場合は、郵便追跡サー

ビスをご利用ください。

インターネット出願登録だけでは、出願手続は完了しません。

出願期間内に提出書類を郵送（必着）することで完了します。 
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２．検定料の支払方法 

（1）検定料 30,000 円 

  ※検定料の他に、別途必要なサービス利用料は志願者負担となります。 

  ※令和８年度に災害救助法適用地域で被災された方については、入学検定料免除の特別措置を行っておりま

す。条件や手続き等の詳細については本学 Web サイトをご覧ください。 

（https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/whatnew/oshirase/280427） 

（2）支払期間 令和８年７月１５日（水）から７月２８日（火）まで 

（3）支払方法 

クレジットカード決済、マイペイメント（コンビニ）、ペイジー（インターネットバンキング、ＡＴＭ）のいずれかで入

学検定料の支払が可能です。 

（4）検定料の返還について 

①支払済の検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返還しません。 

（ア）検定料を払い込んだが出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受理されなかった）場合 

（イ）検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

※返還にかかる振込手数料は志願者の負担となります。 

②どちらの場合でも、サービス利用料は返還しません。 

 

【返還請求の方法】 

①～⑧までの事項を明記した｢検定料返還請求書｣（様式自由）を作成し、速やかに下記送付先に郵

送してください。 

①返還請求の理由 

②志願者氏名 （氏名の右側に押印） 

③志望研究科・教育部 

④インターネット出願システムの整理番号 

⑤金額 

⑥支払日 

⑦連絡先〔郵便番号、現住所、電話番号〕 

⑧振込口座 

〔銀行名、支店名、普通預金の口座番号、口座名義（ふりがなも記入）、口座名義人と志願者との続柄〕 

 

・返還請求の受付は令和 9 年 3 月 31 日（水）まで（必着）とし、受付日の翌月以降に返還する 

予定です。 

・返還請求書の到着確認をしたい場合は、書留や特定記録郵便等で発送の上、郵便追跡サー 

ビスをご利用ください。 

送付先 〒860-8555 

熊本市中央区黒髪 2 丁目 39 番 1 号 

熊本大学財務部財務課 収入担当 

問合せ先：電話 096-342-3176 

※外国送金に関する注意点 

日本国外の金融機関口座への検定料の返還を希望する場合は、熊本大学学生支援部入試課 

（nyushi@jimu.kumamoto-u.ac.jp）へ連絡してください。 

なお、返還に伴い発生する手数料は全て志願者の負担となります。 
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３．インターネット出願登録方法 

インターネット出願システムへは、熊本大学入試案内の Web サイトからアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下より、大まかな流れを説明しています。出願にあたっては、注意事項等をよく読み、入力等を行ってくださ

い。なお、以下のイメージは学生募集要項作成時のものであり、画面のレイアウト等は変更する場合があります。 

 

STEP1 パソコンやスマートフォンの環境確認 

まず初めに、ご利用になるパソコンやスマートフォンの環境を確認する画面になります。アクセスしたパソコンまた

はスマートフォンがシステムに適したものかが表示されます。内容を確認し、推奨環境であることを確認したら「次

へ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画面下部に 

 

 

   と表示される場合、お使いのパソコンもしくはスマートフォンが対応していない可能性があります。 

   機器を替えるかブラウザを替えて試してください。 

 

熊本大学インターネット出願システム 
 

  https://admission.kumamoto-u.ac.jp/shutsugan/ 

※出願期間の１週間前から登録可能になります。 
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STEP２ 「入力時の注意事項」の確認 

画面に表示される「入力時の注意事項」を確認の上、【「※入力時の注意事項」を確認しました。】にチェックを入

れて「次へ」をクリックしてください。チェックができない場合は、ブラウザを替えて試してください。 

確認の上、チェックを入れてください。 

チェックができない場合は、

ブラウザを替えて試してください。 
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STEP３ 新規登録 

「新規登録」をクリックしてください。 

 
 

１２ページを参照し、事前に用意したメールアドレスを入力し、「送信」をクリックしてください。すぐに入力したメ
ールアドレス宛に、アカウント登録の案内メールが届きますので、メールに記載の URL をクリックしてください。
メールが届かない場合は、入力したメールアドレスが間違っていないか、また、迷惑メール設定
（「@jimu.kumamoto-u.ac.jp」からの受信を許可）を確認した上で、もう一度操作をやり直してください。  

 
 

インターネット出願システム用に、自分で任意のパスワードを設定し、入力してください。パスワードは 英大文
字、英小文字、数字、記号のうち 3 種類以上を含め 8 文字以上 で設定してください。設定したパスワードは、忘
れないように必ずメモをとっておいてください。 
入力したら「設定」をクリックしてください。 

設定したパスワードは、入学手続等にも使用し

ますので、必ずメモをとっておいてください。 

パスワードを忘れた場合や、登録済のメールア

ドレスを変更したい場合は、「新規登録」ボタン

の下の各ボタンから変更ができます。 
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STEP４ 入試区分等の選択 

出願する「入試区分」を選んで、「次へ」をクリックしてください。 

入学検定料免除の特別措置を希望する場合、必ず事前に免除の申請を行ってください。 

申請が認められましたら、パスワードが通知されますので、「はい」を選択して、パスワードを入力して

ください。 

参考 URL   https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/whatnew/oshirase/280427 
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STEP５ 志望コース等の選択 

出願する「入試日」「志望コース」「入試区分」「受験科目」を選び、「次へ」をクリックしてください。 

 

選択後は    と 

表示されます。 

これをクリックすると 

選択が解除されます。 
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STEP６ 個人情報の入力 

各項目を入力し、その後「次へ」をクリックしてください。必須項目に入力漏れがあった場合はエラーメッセージ

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必須項目は入試区分によって異なります。 

項目ごとの注意事項をよく参照しながら、画面に従って

入力してください。 

＜外国人志願者の場合＞ 

漢字入力ができない場合、アルファベットで

入力してください。 

＜出願時に日本国外に住んでいる場合＞ 

「日本国外」を選択し、日本国外の住所を正しく入

力してください。１つの枠に文字が入らない場合

は、入力欄を分けてください。 

郵便番号から住所を表示できます。 

番地、マンション・団地等の名称を省略せずに

入力してください。 

ここでは登録されたメールアドレスの修正

や変更はできません。登録済のメールアド

レスを変更したい場合は、STEP3 の「新

規登録」ボタンの下の「メールアドレス変更」

ボタンから変更ができます。 

原則、日本国内にいる志願者以外（保護者

等）の連絡先を入力してください。 

日本国外の住所を入力する場合は、 

「日本国外」を選択してください。 

アルファベット入力でも構いません。 

（別表１）大学等一覧に大学等が記載されて

いない場合は、「その他大学等」で検索し、選

択してください。 

- 21 -



外国人志願者の場合、学校教育歴については、

受けた学校教育の全て（日本の小学校に相当

する学校から）を、その他の志願者は高等学校

からを入力してください。 

卒業見込みの学校も含めて入力してください。 
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※入学後、登録内容に虚偽の事項が発見された場合には、入学許可を取り消すことがあります。 

 

入学が許可された場合、その後の状況が以

下に該当する場合は、「該当する」 を選択く

ださい。 

・給料、賃金、報酬、その他の経常的な収入

を目的とする仕事に就いている方（ただし、

企業等を退職した方、主婦も含みます。） 

＜外国人志願者のみ＞ 

以下の５つから選択してください。 

国費・政府派遣・県費・市費・私費 

希望があれば記入してください。 

※出願にあたっては、志望する専攻・コース

の教員にあらかじめ問い合わせることを

強くお勧めします。問い合わせ先は３５ペ

ージを確認してください。 
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STEP７ お支払い方法の確認 

お支払い方法について、以下の内容を確認し、「次へ」をクリックしてください。 
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STEP８ 入力内容の確認 

誤りがなければ、「確定」をクリックしてください。 

「確定」をクリックすると、登録内容の変更はできません。 

必ず登録した内容に間違いがないか確認をしてクリックしてください。 

訂正をする場合は、「戻る」をクリックして前の画面に戻って訂正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「確定」をクリックすると、登録内容の変更はで

きません。 

必ず登録した内容に間違いがないか確認をし

てクリックしてください。 

誤りがあった場合には、「戻る」をクリックして、

登録内容を修正してください。 

入試区分は正しく選択していますか？ 

氏名、生年月日、郵便番号、住所、電話番号

等の情報は正しく入力されていますか？ 

志望コースは正しく選択していますか？ 
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「確定」をクリックした後、以下の画面が表示されれば、インターネット出願システムへの登録は完了です。 

また、nyushi@jimu.kumamoto-u.ac.jp から、メールが送信されますので、確認してください。 

続いて、案内に従って、証明写真のアップロード等の手続を行ってください。 

※インターネット出願システムへの登録だけでは、出願手続は完了しません。 

各入試区分の出願期間内に、検定料の納付及び必要書類を郵送（必着）することで完了します。 
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STEP９ 証明写真のアップロード 

STEP８の画面から「申し込み一覧」をクリック、又は一旦ログアウトしている場合は、インターネット出願システ

ムのサイトにアクセスしなおして、再度ログインをしてください。 

以下の「申し込み一覧」が表示されますので、「写真のアップロード」をクリックし、写真をアップロードしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
STEP３で登録したメールアドレスと

パスワードを入力し、ログインしてく

ださい。 
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表示された条件を確認して、条件を満たす

画像ファイルを選択してください。条件を満

たさない場合エラーメッセージが出ることが

あります。アップロードがうまくいかない時

は、写真を変更する、ブラウザを変更する等

の方法を試してください。 

写真は、トリミングすることが可能です。 

写真のトリミング完了後、「アップロード」

ボタンをクリックしてださい。 

ただし、トリミングした画像が小さすぎる

場合、エラーが出る場合があります。 
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STEP１０ 検定料のお支払い 

STEP８の画面から「申し込み一覧」をクリック、又は一旦ログアウトしている場合は、インターネット出願システ

ムのサイトにアクセスしなおして、再度ログインをしてください。 

 
 
 
以下の「申し込み一覧」が表示されますので、「検定料のお支払い」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
STEP３で登録したメールアドレスと

パスワードを入力し、ログインしてく

ださい。 
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以下の「支払方法選択」が表示されますので、希望する支払方法を選択し、「お支払いサイトへ」をクリックしてくだ

さい。その後はサイトの案内に従って支払手続を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP１１ 必要書類の郵送 

STEP９「証明写真のアップロード」、STEP10「検定料のお支払い」の手続を完了した後、インターネット出願シ

ステムへ再度ログインすると、「申し込み一覧」から「出願確認票」及び「宛名ラベル」の PDF ファイルが出力可能

になりますので、ファイルを A4 サイズで印刷してください。カラー印刷ができない場合は、白黒印刷で結構です。

宛名ラベルを封筒に貼り付け、その他の出願に必要な書類（１３～１４ページで確認してください）を同封の上郵送

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから出願内容の確認が可能で

す。（修正はできません） 

 

 

 

受験票は、大学から受験番号確定メールが

送信された後、印刷可能になります。 
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４．受験票 

   令和 8 年 8 月 19 日（水）に、インターネット出願システムよりダウンロードできる予定です。 

当日の 17 時までにシステム上で登録された電子メールアドレスへ「受験番号確定メール」を送信しますので、必ず

確認の上、印刷してください。 

また、同日以降、本学 Web サイトにおいて、入学志願者への注意事項等の連絡及び試験場の案内を記載した

「試験場等案内」を掲載します。 

   なお、ダウンロードした受験票は A4 サイズで印刷し、試験当日に必ず持参してください。 

※大学からのメールは再送しませんので、確実に受信できるよう設定を確認しておいてください。 

 

５．合格者発表 

   令和８年１０月８日（木） １１時 

上記の日時以降にインターネット出願システムにログインし、「申し込み一覧」から「合否判定」をクリックすること

で合否を確認することができ、合格者は合格通知書をダウンロードすることができます（合格通知書は送付しませ

ん）。また、合格者には同ページに「入学手続きのご案内」も掲載しますので、必ずご確認ください。 

また、参考までに、熊本大学の Web サイト（https://www.kumamoto-u.ac.jp）に合格者の受験番号を掲

載します。（11 時頃予定。当日の通信環境の状況等により遅れる場合があります。）なお、電話等による合否の照

会には一切応じません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合格発表の日時以降に、ここから合否の確認ができます。 

合格者は合格通知書をダウンロードすることができます。 

また、「入学手続のご案内」を必ずご確認ください。 
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６．入学手続等 

（１）入学手続

合格者はインターネット入学手続期間に、インターネット出願システムにログインし、「申し込み一覧」の「入学

手続」から手続を行います。詳細は、本学 Web サイトに掲載する「入学ガイドブック」で確認してください。 

※入学手続はインターネット入学手続システムを利用して行います。入学手続は、インターネットでの登録（写

真のアップロード含む。）及び入学料の支払い後、入学手続期間内必着での入学手続書類の郵送が必要

です。

※入学手続時の必要経費

入学料（予定額） 282,000 円

なお、入学手続期間中に入学手続をしなかった者は、入学を辞退したものとして取り扱います。

（２）授業料

年額 535,800 円 （前期分 267,900 円 後期分 267,900 円）（予定額）

※入学時及び在学時に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。

（３）災害救助法適用地域で被災した世帯の免除制度について

災害救助法が適用される災害で、学資負担者が災害救助法適用地域に居住し、被災したことにより、入学料

及び授業料の納付が困難な世帯の者を対象として、本人の申請に基づき選考のうえ許可された場合、入学料

及び授業料の全額又は半額の納付が免除（半額免除の場合で入学料徴収猶予が許可された場合は入学料の

納付が一定期間猶予）される制度があります。 

※災害発生後 1 年以内に納付する入学料及び授業料を対象とします。

問合せ先：熊本大学学生支援部学生生活課経済支援担当 電話 096-342-2151

７．長期履修制度 

本教育部では、職業を有していたり、育児、介護等の事情を有していたりする等により、標準修業年限（２年）を

超えて一定の期間（最大４年まで）にわたり計画的に教育課程を履修し、修了することを願い出た者については、

審査の上許可することがあります。この制度の適用者は「長期履修学生」といい、当該学生の授業料支払総額は、

標準修業年限による修了者と同じになります。この制度の詳細については、３５ページ記載の[問合せ先]へお問

い合わせください。 

８．奨学金 

日本学生支援機構奨学金の申込みを行い、奨学生に採用された場合、第一種奨学金、又は第二種奨学金の

貸与を受けることができます。その他、地方公共団体及び民間団体の奨学金制度もあります。 

詳細については、日本学生支援機構、地方・民間団体又は本学 Web サイト等でご確認ください。 

【問合せ先】 〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2 丁目 40 番 1 号 

熊本大学学生支援部 学生生活課（経済支援担当） （電話）096-342-2125 

受付時間 月～金曜日（休日を除く。） 9 時～17 時 

９．入学料免除・徴収猶予及び授業料免除申請 

入学料免除・徴収猶予及び授業料免除申請資格に該当する者を対象として、本人の申請に基づき選考のうえ

許可された場合、入学料については全額又は半額の 納付が免除 されるか、若しくは全額の 納付が猶予 され、授

業料については全額又は半額の 納付が免除 される制度があります。 

入学料免除・徴収猶予及び授業料免除は、申請者のうち学力基準と家計基準の両方を満たした者について、

本学の予算の範囲内で、家計困窮度の高い者から順に選考を行います。 

このうち、入学料及び授業料免除の学力基準は、本人の属する研究科又は教育部における入学試験の成績が

上位２分の１以内の者又は学部等における学業成績が上位２分の１以内の者となり、入学料徴収猶予の学力基準
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は、本人の属する研究科又は教育部における入学試験に合格した者となります。 

このため、入学料及び授業料免除においては、学力基準を満たしていない場合は、家計困窮度が高い状況でも

入学料及び授業料免除は許可されません。 

なお、高等教育の修学支援新制度（以下「新制度」という。）は学部生のみが対象のため、大学院では新制度に

よる授業料免除はありません。このため、学部生のときに新制度又は大学独自の免除制度により入学料及び授業

料免除が許可されていた場合でも、大学院でも入学料及び授業料免除が許可されるとは限りませんので、注意し

てください。 

また、入学前１年以内において、学資負担者が死亡し、又は学生若しくは学資負担者が風水害等の被害を受け

たことで入学料及び授業料の納付が困難な世帯の者を対象として、本人の申請に基づき選考のうえ許可された場

合、入学料及び授業料の全額又は半額の 納付が免除 （半額免除の場合で入学料徴収猶予が許可された場合は

入学料の納付が一定期間猶予）される制度があります。 

この他にも、新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変したことで授業料の納付が困難な世帯の者を

対象として、本人の申請に基づき選考のうえ許可された場合、授業料の全額又は半額の 納付が免除 される制度

があります。 

 

１０．国際交流会館入居申込み方法 

外国人志願者で入学後、国際交流会館への入居を希望する人は、次のとおり申し込んでください。入居期間

は、原則として半年以内とします。 

なお、不合格になった場合・空室がない場合には、入居することができません。 

(1) 入居申請について 

以下の本学 Web サイトで詳細を確認してください。（１月上旬ごろ掲載予定） 

募集要項をご確認のうえ、本学の受入責任者（指導教員など）を通じて申請してください。 

【Web サイトアドレス】 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/kokusaikouryuu/kokusaikouryuukaikan/shinsei 

 

(2) 入居申請期限 

令和 9 年 1 月下旬まで 

※変更となる可能性があるため、申し込み前に必ず国際交流会館の募集要項をご確認ください。 

 

(3) 問合せ先 

〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2 丁目 40 番 1 号 

熊本大学学生支援部 留学支援課 

電 話 096-342-2160 

Ｆ Ａ Ｘ 096-342-2130 

e-mail gji-ryugaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

１１．障がい等を有する入学志願者との事前相談 

障がい等を有する入学志願者で、本学において受験上及び修学上の配慮を必要とする者は、令和８年７月８

日（水）までに人社・教育系事務課社会文化科学教育部教務担当へ相談してください。 

相談の内容によっては対応に時間を要することがあり、本学の試験までに対応できず受験上の配慮が講じら

れないこともありますので、できるだけ早い時期に相談してください。 

＜相談の方法＞ 

① 事前相談票及び医師の診断書を下記記載の問合せ先に郵送により提出してください。 

なお、必要な場合は本学において、志願者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面接を行うこ

とがあります。 

② 事前相談票は、以下の本学 Web サイト掲載の様式を利用してください。 

③ 配慮の内容については、以下本学 Web サイト掲載の「これまで実施した受験上の配慮の例」を参考にし

てください。 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/daigakuinnyushi/ 
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 1２．注意事項 

（１） 受験の際は、受験票を必ず持参してください。また、試験時間中は携帯電話等の電源を切ってください。 

（２） 机上には、受験票・筆記用具・消しゴム・時計（計時機能だけのもの）・鉛筆削り（電動式を除く）以外は置

かないでください。 

（３） 筆記試験および小論文開始時刻に遅刻した場合、試験開始後３０分以内であれば受験を認めます。 

（４） 面接試験は集合時間に遅刻した場合、受験できない場合があります。 

（５） 筆記試験時間終了まで退室は認めません。 

（６） 不正行為をした者の解答は無効とし、以後の受験は認めません。 

※試験時間中に、次のものを使用してはいけません。 

・定規（定規の機能を備えた鉛筆等を含む。）、コンパス、電卓、そろばん、グラフ用紙等の補助具 

・携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマートグラス等。）、タブレット端末、電

子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の電子機器類 

これらの補助具や電子機器類をかばん等にしまわず、身に付けていたり手に持っていたりすると不正行為と

なることがあります。 

なお、イヤホンは耳に装着していれば使用しているものとします（試験時間中、病気・負傷や障がい等により補

聴器等を使用したい場合は、受験上の配慮の申請が必要です。）。 

※携帯電話等の電子機器類は試験室に入る前に必ずアラームの設定を解除し、電源を切ってください。試験

時間中に、これらを身につけていたり、手に持っていると不正行為となることがあります。 

※試験場において他の受験生の迷惑となる行為をした場合や、試験監督者等の指示に従わない場合には、

不正行為となることがあります。 

※その他、試験の公平性を損なうおそれのある行為は、不正行為となることがあります。 

 

 

○出願資格の審査 

一般入試の出願資格  (9)～(11)、社会人入試の出願資格  (9)又は(10)、外国人留学生入試の出願

資格(5)又は(6)により出願しようとする者については、出願資格の事前審査を次のとおり行います。 

 

(1) 出願資格審査に必要な書類 

①出願資格審査申請書[所定の用紙] 

②最終学校の卒業（修了）証明書 

③最終学校の成績証明書  

④研究従事内容証明書[所定の用紙] 

⑤社会的活動等証明書[所定の用紙] 

（④及び⑤については、該当する事項があれば提出してください。）  

⑥その他の修学に関する資料 

（最終学歴に係る各種証明書等及び取得した資格を証明するものの写し）  

⑦返信用レターパック(出願資格通知用) 

レターパックライトに申請者の郵便番号・住所・氏名を明記したもの。 

※「ご依頼主様保管用シール」は剥がさないでください。 

 

(2) 資格審査申請書等の提出期間 

       第一期募集  令和８年６月２９日（月）から７月２日（木）まで 

 （注）郵送の場合は「簡易書留」とし、封筒表面に「大学院社会文化科学教育部博士前期課程出願

資格審査申請書類在中」と朱書きしてください。 

 

〔提出先〕  〒８６０－８５５５ 

熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号  

熊本大学人社・教育系事務課 

社会文化科学教育部教務担当 

(3) 資格審査の結果  

資格審査の結果は、令和８年７月１５日（水）に発送予定です。 
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○令和８年度入学試験実施状況表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問合せ先〕 〒８６０－８５５５ 熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号 

熊本大学人社・教育系事務課 

社会文化科学教育部教務担当 

（ 電 話 ） 096－342－2399 

（ Ｆ Ａ Ｘ ） 096－342－2310 

（E-mail） jsj-daigakuin@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政・紛争解決学研究コース 4 3 2 1

法・公共政策実践コース 21 19 15 15

交渉紛争解決実践コース 4 4 2 2

東ｱｼﾞｱ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ専門職コース 3 3 2 1

先端倫理学研究コース 1 1 1 0

ﾌｨ-ﾙﾄﾞﾘｻ-ﾁ研究コース 7 6 4 3

認知哲学･心理学研究コース 3 3 2 2

公認心理師専門職コース 15 13 4 4

文化行政･学芸員専門職コース 0 0 0 0

高校国語教員専門職コース 1 1 1 1

英語教育専門職コース 1 1 1 1

歴史学研究コース 6 5 4 3

日本･東ｱｼﾞｱ文化学研究コース 6 5 5 5

欧米文化学研究コース 2 2 2 2

現代文化資源学研究コース 8 5 3 3

合計 50 82 82 71 71 48 48 43 43

26

26

19

18

10

1516

13

19

コース毎
合計

専攻毎
合計

コース毎
合計

専攻毎
合計

コース毎
合計

出願者数 入学者数合格者数受験者数

文化学専攻 18

コース毎
合計

専攻毎
合計

29

29

24

専攻
募集
人員 コース

法政・紛争
解決学専攻

14

現代社会
人間学専攻

専攻毎
合計

18
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桜町バスターミナル桜町バスターミナル

桜町バスターミナルから

O

O

熊本大学病院

一

一

社会文化科学教育部･文学部･教育学部･法学部 

･理学部･工学部･情報融合学環･自然科学教育

部･附属図書館

工学部･理学部･情報融合学環
自然科学教育部

黒髪地区（社会文化科学教育部･文･教育･法･理･工の各学部
    ･情報融合学環･自然科学教育部）

社会文化科学教育部
･文学部･法学部･教育学部
･学生支援部･附属図書館

熊本大学社会文化科学教育部位置図

益城熊本空港

黒髪北地区
黒髪南地区

■、

■、

■、 ■、

■、 ■、

■、

■、

■、 ■、

■、

■、■、

■、
■、

■、
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学校名 学校名

北海道大学 東北大学
北海道教育大学 宮城教育大学
北海道教育大学札幌校 宮城大学
北海道教育大学函館校 仙台大学
北海道教育大学旭川校 東北学院大学
北海道教育大学釧路校 東北工業大学
北海道教育大学岩見沢校 東北医科薬科大学
室蘭工業大学 宮城学院女子大学
小樽商科大学 石巻専修大学
帯広畜産大学 東北文化学園大学
北見工業大学 尚絅学院大学
旭川医科大学 尚絅学院大学女子短期大学部
札幌医科大学
公立はこだて未来大学 秋田大学
釧路公立大学 秋田県立大学
札幌大学 国際教養大学
札幌学院大学 ノースアジア大学
北星学園大学 日本赤十字秋田短期大学
北海学園大学
北海道科学大学 山形大学
酪農学園大学 山形県立保健医療大学
北海道薬科大学 東北芸術工科大学
北海道医療大学 東北公益文科大学
北海学園北見大学 山形県立米沢女子短期大学
北海道東海大学
道都大学 福島大学
北海道情報大学 福島県立医科大学
札幌国際大学 会津大学
北翔大学 郡山女子大学
千歳科学技術大学 いわき明星大学
苫小牧駒澤大学 会津大学短期大学部
日本赤十字北海道看護大学 郡山女子大学短期大学部
北海道文教大学
天使大学 茨城大学
育英館大学 筑波大学
北翔大学短期大学部 茨城県立医療大学
酪農学園大学短期大学部 茨城キリスト教大学
札幌国際大学短期大学部 流通経済大学

常磐大学
弘前大学
青森公立大学 宇都宮大学
青森県立保健大学 足利工業大学
青森大学 白鴎大学
弘前学院大学 作新学院大学
八戸工業大学 国際医療福祉大学
八戸学院大学 宇都宮共和大学
青森中央学院大学 獨協医科大学
青森短期大学 宇都宮短期大学

岩手大学 群馬大学
岩手県立大学 高崎経済大学
富士大学 前橋工科大学
盛岡大学 群馬県立女子大学

大 学 等 一 覧  （ 別 表 １ ）

北海道 宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

青森県
栃木県

岩手県 群馬県
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学校名 学校名
群馬県立県民健康科学大学 東京医科歯科大学
創造学園大学 東京外国語大学
群馬医療福祉大学 東京芸術大学
高崎健康福祉大学 東京工業大学
高崎商科大学 お茶の水女子大学
上武大学 東京学芸大学
関東学園大学 東京農工大学
共愛学園前橋国際大学 電気通信大学
東京福祉大学 一橋大学
高崎商科大学短期大学部 東京海洋大学
新島学園短期大学 東京都立大学
関東短期大学 目白大学
高崎健康福祉大学短期大学部 東洋学園大学

青山学院大学
埼玉大学 上野学園大学
埼玉県立大学 大妻女子大学
ものつくり大学 北里大学
共栄大学 共立女子大学
埼玉学園大学 共立薬科大学
尚美学園大学 慶応義塾大学
西武文理大学 工学院大学
十文字学園女子大学 國學院大学
平成国際大学 国士舘大学
跡見学園女子大学 駒沢大学
東京国際大学 実践女子大学
城西大学 芝浦工業大学
獨協大学 順天堂大学
文教大学 昭和大学
埼玉工業大学 昭和女子大学
駿河台大学 昭和薬科大学
文京学院大学 成城大学
女子栄養大学 清泉女子大学

専修大学
千葉大学 大正大学
千葉科学大学 大東文化大学
明海大学 高千穂大学
清和大学 拓殖大学
東京成徳大学 多摩美術大学
城西国際大学 中央大学
淑徳大学 東海大学
敬愛大学 東京家政大学
千葉工業大学 東京家政学院大学
千葉商科大学 東京女子大学
麗澤大学 東京電機大学
和洋女子大学 東京農業大学
神田外語大学 東京薬科大学
帝京平成大学 東京理科大学
秀明大学 東邦大学
川村学園女子大学 東洋大学
東京情報大学 東京音楽大学
聖徳大学 二松学舎大学
江戸川大学 日本大学
聖徳大学短期大学部 日本歯科大学

日本社会事業大学
東京大学 日本女子大学

埼玉県

千葉県

東京都
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学校名 学校名
日本女子体育大学 文京学院短期大学
ルーテル学院大学 立教女学院短期大学
法政大学
星薬科大学 横浜国立大学
武蔵大学 横浜市立大学
東京都市大学 神奈川県立保健福祉大学
武蔵野音楽大学 神奈川大学
明治大学 関東学院大学
明治学院大学 フェリス女学院大学
明治薬科大学 横浜商科大学
立教大学 麻布大学
立正大学 湘南工科大学
早稲田大学 相模女子大学
駒沢女子大学 神奈川工科大学
亜細亜大学 産業能率大学
桜美林大学 昭和音楽大学
国際基督教大学 桐蔭横浜大学
白百合女子大学 東洋英和女学院大学
成蹊大学 松蔭大学
玉川大学 昭和音楽大学短期大学部
津田塾大学 相模女子大学短期大学部
帝京大学
東京経済大学 新潟大学
武蔵野大学 長岡技術科学大学
明星大学 上越教育大学
和光大学 新潟県立看護大学
杏林大学 長岡大学
創価大学 新潟医療福祉大学
日本文化大学 新潟青陵大学
東京工科大学 新潟工科大学
恵泉女学園大学 長岡造形大学
多摩大学 新潟経営大学
東京純心大学 新潟国際情報大学
嘉悦大学 敬和学園大学
東京富士大学 新潟薬科大学
ＬＥＣ東京リーガルマインド大学院大学 新潟産業大学
デジタルハリウッド大学
白梅学園大学 富山大学
東京医療保健大学 富山医科薬科大学
東京工芸大学 富山県立大学
青山学院女子短期大学部 高岡法科大学
大妻女子大学短期大学部 富山国際大学
共立女子短期大学 富山県立大学短期大学部
実践女子大学短期大学部
昭和女子大学短期大学部 金沢大学
女子栄養大学短期大学部 石川県立大学
女子美術大学短期大学部 金沢美術工芸大学
東京家政学院短期大学 石川県立看護大学
東京家政大学短期大学部 金沢星陵大学
東京成徳短期大学 金沢工業大学
東京農業大学短期大学部 金沢学院大学
嘉悦大学短期大学部 金城大学
日本大学短期大学部 北陸学院短期大学
東京富士大学短期大学部 金沢星陵大学女子短期大学部

神奈川県

新潟県

富山県

石川県
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学校名 学校名
小松短期大学

名古屋大学
福井大学 名古屋工業大学
福井県立大学 愛知教育大学
福井工業大学 豊橋技術科学大学
仁愛大学 愛知県立大学

名古屋市立大学
山梨大学 愛知県立芸術大学
都留文科大学 愛知県立看護大学
山梨県立大学 愛知工科大学
山梨学院大学 名古屋産業大学
帝京科学大学 人間環境大学
山梨英和大学 名古屋文理大学
山梨学院短期大学 愛知みずほ大学

愛知学院大学
信州大学 愛知工業大学
長野県看護大学 金城学院大学
長野大学 椙山女学園大学
松本歯科大学 大同大学
諏訪東京理科大学 中京大学
松本大学 同朋大学
清泉女学院大学 名古屋学院大学
長野県短期大学 名古屋商科大学
松本大学松商短期大学部 名古屋女子大学
信州短期大学 南山大学

日本福祉大学
岐阜大学 名城大学
岐阜薬科大学 豊田工業大学
岐阜県立看護大学 名古屋外国語大学
中京学院大学 愛知産業大学
岐阜経済大学 東海学園大学
岐阜女子大学 豊橋創造大学
朝日大学 愛知東邦大学
岐阜聖徳学園大学 星城大学
東海学院大学 桜花学園大学
中部学院大学 愛知大学

愛知学泉大学
静岡大学 至学館大学
浜松医科大学 中部大学
静岡県立大学 藤田保健衛生大学
静岡福祉大学 名古屋芸術大学
浜松学院大学 愛知淑徳大学
静岡英和学院大学 名古屋経済大学
常葉学園大学 名古屋学芸大学
浜松大学 豊橋創造大学短期大学部
静岡理工科大学 愛知学院大学短期大学部
聖隷クリストファー大学 名古屋学芸大学短期大学部
静岡産業大学 名古屋文理大学短期大学部
静岡文化芸術大学 名古屋女子大学短期大学部
富士常葉大学 名古屋短期大学
静岡県立大学短期大学部 愛知みずほ大学短期大学部
静岡福祉大学短期大学部 光陵女子短期大学
静岡英和学院大学短期大学部 愛知工科大学自動車短期大学
常葉学園短期大学 愛知大学短期大学部

愛知県
福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県
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学校名 学校名
名古屋経済大学短期大学部 龍谷大学短期大学部
岡崎女子短期大学 京都文教短期大学
至学館大学短期大学部 明治鍼灸大学医療技術短期大学部
藤田保健衛生大学短期大学

大阪大学
三重大学 大阪外国語大学
三重県立看護大学 大阪教育大学
三重中京大学 大阪市立大学
四日市大学 大阪府立大学
皇學館大学 大阪経済大学
鈴鹿医療科学大学 大阪工業大学
鈴鹿大学 相愛大学
三重短期大学 桃山学院大学
三重中京大学短期大学部 摂南大学

プール学院大学
滋賀大学 大阪医科大学
滋賀医科大学 大阪学院大学
滋賀県立大学 大阪芸術大学
平安女学院大学 大阪産業大学
聖泉大学 大阪樟蔭女子大学
長浜バイオ大学 大阪商業大学
平安女学院大学短期大学部 大阪電気通信大学

大阪大谷大学
京都大学 追手門学院大学
京都教育大学 関西大学
京都工芸繊維大学 関西外国語大学
京都市立芸術大学 近畿大学
京都府立大学 四天王寺国際仏教大学
京都府立医科大学 帝塚山学院大学
大谷大学 梅花女子大学
京都外国語大学 阪南大学
京都産業大学 大阪経済法科大学
京都女子大学 大阪国際大学
京都薬科大学 関西福祉科学大学
京都光華女子大学 太成学院大学
種智院大学 大阪観光大学
京都橘大学 大阪人間科学大学
同志社大学 羽衣国際大学
同志社女子大学 大阪成蹊大学
京都ノートルダム女子大学 関西医療大学
花園大学 千里金蘭大学
佛教大学 大阪女学院大学
立命館大学 大阪青山大学
龍谷大学 大阪成蹊短期大学
京都学園大学 大阪女学院短期大学
明治国際医療大学 関西外国語大学短期大学部
京都芸術大学 大阪芸術大学短期大学部
京都文教大学 大阪学院短期大学
福知山公立大学 大阪産業大学短期大学部
京都嵯峨芸術大学 関西女子短期大学
京都市立看護短期大学 近畿大学短期大学部
大谷大学短期大学部 千里金蘭大学短期大学部
華頂短期大学 大阪薫英女子短期大学
京都女子大学短期大学部
京都光華女子大学短期大学部

大阪府
三重県

滋賀県

京都府
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学校名 学校名
四天王寺国際仏教大学短期大学部
大阪国際大学短期大学部 和歌山大学
梅花女子大学短期大学部 和歌山県立医科大学

神戸大学 鳥取大学
兵庫教育大学 公立鳥取環境大学
神戸市外国語大学
神戸市看護大学 島根大学
兵庫県立大学 島根県立大学
甲南大学 島根県立看護短期大学
甲南女子大学 島根県立島根女子短期大学
神戸海星女子学院大学
神戸学院大学 岡山大学
神戸女子大学 岡山県立大学
神戸薬科大学 吉備国際大学
神戸松蔭女子学院大学 岡山商科大学
神戸国際大学 岡山理科大学
兵庫大学 くらしき作陽大学
聖トマス大学 ノートルダム清心女子大学
大手前大学 就実大学
関西学院大学 川崎医療福祉大学
甲子園大学 山陽学園大学
神戸女学院大学 倉敷芸術科学大学
聖和大学 岡山学院大学
園田学園女子大学 中国学園大学
武庫川女子大学 美作大学
姫路獨協大学 新見公立短期大学
流通科学大学 就実短期大学
神戸芸術工科大学 岡山短期大学
関西国際大学 作陽音楽短期大学
神戸医療未来大学 吉備国際大学短期大学部
神戸ファッション造形大学 中国短期大学
大手前短期大学 美作大学短期大学部
神戸女子短期大学 山陽学園短期大学
神戸常磐短期大学 川崎医療短期大学
神戸松蔭女子学院大学短期大学部
聖和大学短期大学部 広島大学
園田学園女子大学短期大学部 県立広島大学
産業技術短期大学 尾道市立大学
兵庫大学短期大学部 広島市立大学
武庫川女子大学短期大学部 広島経済大学
姫路日ノ本短期大学 広島工業大学

広島修道大学
奈良教育大学 広島女学院大学
奈良女子大学 広島国際学院大学
奈良県立医科大学 広島文教女子大学
奈良県立大学 安田女子大学
帝塚山大学 比治山大学
天理大学 広島文化学園大学
奈良大学 福山市立大学
奈良学園大学 鈴峯女子短期大学
畿央大学 比治山大学短期大学部
畿央大学短期大学部 広島文科短期大学
白鳳短期大学

和歌山県

兵庫県 鳥取県

島根県

岡山県

広島県

奈良県
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学校名 学校名
安田女子短期大学 福岡工業大学
呉大学短期大学部 久留米工業大学

産業医科大学
山口大学 筑紫女学園大学
下関市立大学 福岡女学院大学
山口県立大学 西南女学院大学
梅光学院大学 九州情報大学
周南公立大学 福岡国際大学
東亜大学 九州栄養福祉大学
山陽小野田市立山口東京理科大学 九州女子短期大学
至誠館大学 西南女学院大学短期大学部
宇部フロンティア大学 東筑紫短期大学

福岡女子短期大学
徳島大学 筑紫女学園大学短期大学部
鳴門教育大学 福岡大学
四国大学 福岡工業大学短期大学部
徳島文理大学 福岡女学院大学短期大学部
四国大学短期大学部 聖マリア学院短期大学
徳島文理大学短期大学部

佐賀大学
香川大学 佐賀女子短期大学
香川県立保健医療大学
高松大学 長崎大学
高松短期大学 長崎県立大学

県立長崎シーボルト大学
愛媛大学 長崎総合科学大学
愛媛県立医療技術大学 活水女子大学
松山大学 長崎純心大学
聖カタリナ大学 長崎国際大学
松山東雲女子大学 長崎外国語大学
今治明徳短期大学 長崎ウエスレヤン大学
聖カタリナ大学短期大学部 長崎外国語短期大学
松山東雲短期大学

熊本大学
高知大学 熊本県立大学
高知県立大学 崇城大学
高知工科大学 熊本学園大学

尚絅大学
九州工業大学 九州ルーテル学院大学
福岡教育大学 九州看護福祉大学
九州大学 平成音楽大学
北九州市立大学 熊本保健科学大学
九州歯科大学 東海大学（熊本・阿蘇ｷｬﾝﾊﾟｽ）
福岡女子大学 尚絅大学短期大学部
福岡県立大学 中九州短期大学
九州共立大学
九州女子大学 大分大学
九州国際大学 大分県立看護科学大学
福岡歯科大学 日本文理大学
九州産業大学 別府大学
久留米大学 立命館アジア太平洋大学
西南学院大学 大分県立芸術文化短期大学
東和大学 別府大学短期大学部
中村学園大学
西日本工業大学 宮崎大学

山口県

徳島県

佐賀県
香川県

長崎県

愛媛県

熊本県
高知県

福岡県

大分県

宮崎県
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学校名
宮崎公立大学
宮崎県立看護大学
南九州大学
宮崎産業経営大学
宮崎国際大学
九州医療科学大学 
南九州短期大学
宮崎女子短期大学

鹿児島大学
鹿屋体育大学
鹿児島国際大学
志學館大学
鹿児島純心大学
鹿児島県立短期大学
鹿児島女子短期大学
鹿児島国際大学短期大学部

琉球大学
沖縄県立芸術大学
沖縄県立看護大学
沖縄国際大学
沖縄大学
名桜大学

その他大学等

その他

鹿児島県

沖縄県
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  出願、受験及び授業科目等に関する問合せは、次のところでお受けします。 

  〒８６０－８５５５ 熊本市中央区黒髪２丁目４０番１号 

 熊本大学人社・教育系事務課 

  社会文化科学教育部教務担当 

 ℡ ０９６－３４２－２３９９ 

※問合せ時間 平日 ９：００～１７：００

【英語での問合せ先】 

（E-mail）jsj-daigakuin@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については，入学者選抜で利用するほか， 

次のとおり利用します。 

（１）合格者の氏名等を入学手続に係る業務で利用します。

（２）入学手続者の氏名等を入学後の学籍管理など修学に係る業務で利用します。

（３）入学手続者及び学資負担者の住所・氏名等を授業料徴収など納入金管理に係る業務で

利用します。 

（４）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を，入学料免除・授業料免除及び奨学生選考

など修学支援に係る業務で利用します。 

（５）入学者選抜で取得した成績等の個人情報を，入学者選抜等に関する調査・研究等に係

る業務に利用します。 

※本学が取得した個人情報は,法令に基づく場合を除き，出願者本人の同意を得ることな

く他の目的で利用又は第三者に提供することはありません。

個人情報の取り扱い 
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